
E114-P004 会場: ポスター会場 時間: 5月 18日

れいめい衛星観測に基づくパルセーティングオーロラの発生メカニズムと波動粒子
相互作用

A production mechanism of pulsating aurora and wave-particle interactions based on
REIMEI observations.
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パルセーティングオーロラはディフューズオーロラ中に見られる周期的な明滅を繰り返す現象であり、サブストームの
回復相にオーロラオーバルの低緯度側で観測されている。その発光は三角関数的な変化ではなくパルス状（方形波）とし
て特徴づけられ、代表的な周期は 2,3秒から 30秒程度とされている。また、Sandahl et al.,[1980]ではロケット観測の結
果からパルセーティングオーロラを発光させる電子のエネルギーは 5keVから 40keV程度と見積もられている。パルセー
ティングオーロラがディフューズオーロラ領域に出現することから、これを発光させる電子はプラズマシートの磁気赤道
面付近において whistlerモードの波動とサイクロトロン共鳴を起こし、ピッチ角散乱によって地球の上層大気に降下して
きたものと考えられてきた。このモデルは広く受け入れられているものの、過去にこのモデルの観測的実証はほとんど
なく、近年ではSato et al.,[2004]によってソース領域は磁気赤道域ではなくより地球近傍に位置しているという結果も報
告されているため、ソース領域がどこなのかまたどのような発生機構を持つのかという問題は依然残されたままである。

本研究の目的はれいめい衛星の画像-粒子同時観測データを用いてパルセーティングオーロラのソース領域を統計的に
求め、観測的事実から発生機構に制約を与えることである。解析で用いたれいめいの主な観測機器はMACとオーロラ粒
子観測器 (E/ISA)である。MAC は 427.8(N2

+ 1st Negative Band)、557.7(O Green line)、670.0(N2 1st Positive Band)nmの
3波長で撮像しており、視野が 7.6°で空間・時間分解能がそれぞれ 1km(100km高度)、120msとなっている。E/ISAは
トップハット型の静電分析器で 10eV-12keVのエネルギーレンジと、40msの時間分解能を有する。

解析は 2005年 11月から 2007年 11月までの 15パスの合計 38例について行い、ソース領域を特定した。得られた結
果はソース領域が必ずしも磁気赤道面付近には存在せず、磁気赤道面から 30°程度の広がりをもって連続的に分布して
いることを示すものとなった。放射線帯外帯ではサブストーム時において whistlerモードの波動が磁気赤道から南北 20
°にわたり出現していることが報告されており (Meredith et al.,[2001])、得られたソース域とよく対応している。これは
磁気赤道から磁気緯度 30°までの領域においてサイクロトロン共鳴が起こる可能性を示唆するものである。また、理論
的研究においてパルセーティングオーロラ発光時に whistlerモードの波動と電子の相互作用により生じる降下電子フラッ
クス中に微細な変動 (3-5Hz)が存在すると提唱されており [Demekhov et al.,1994;Trakhtengerts et al.,1999]、れいめいの
観測において同様な現象が見られているか解析を行っている。本発表ではその結果について言及する予定である。


